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八
王
子
支
部
は
こ
の
十
数
年

間
、
1
9
9
7
年
当
初
の
最
高
現

勢
（
2
3
6
5
人
）
回
復
を
緩
や

か
に
志
向
し
、
時
に
は
中
期
計
画

を
織
り
交
ぜ
、
ゆ
っ
く
り
と
組
織

数
の
積
み
上
げ
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
建
設
不
況
に
よ
る
2
0
1
2

年
当
初
の
大
幅
後
退
後
、
「
こ
の

ま
ま
で
は
マ
ズ
イ
」
と
危
機
感
を

バ
ネ
に
組
織
回
復
を
進
め
、
新
た

な
試
み
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
組
織
運
動
に
つ
い

て
経
過
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
中

心
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
報
告

し
ま
す
。

多
摩
市
や
日
野
市
な
ど
近
隣
で

公
契
約
条
例
制
定
が
広
が
る
中
、

私
た
ち
も
こ
れ
に
続
け
と
公
契
約

条
例
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
八
王
子
で
は
、
2
0
1
4
年

ま
で
続
い
た
市
の
「
調
査
研
究
委

員
会
」
で
、
当
面
は
公
契
約
条
例

を
採
用
し
な
い
旨
の
答
申
が
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
既
成
事
実

を
突
破
す
る
た
め
の
自
治
体
・
議

会
対
策
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
懇
談
で
き
る
会
派
が
野
党

に
留
ま
る
な
ど
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
状
態
に
直
面
し
、
「
地
域
建

設
従
事
者
の
声
を
代
表
」
し
迫
力

を
も
っ
て
迫
る
た

め
に
は
、
全
都
最

下
位
ク
ラ
ス
の
組

織
率
へ
の
対
応
は

も
と
よ
り
、
早
期

に
2
0
0
0
人
支

部
を
回
復
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

大
衆
的
な
取
り

組
み
で
も
、
2
0

0
7
年
の
分
会
再

編
（
18
分
会
↓
11

分
会
）
に
よ
り
分

会
規
模
に
対
す
る

分
会
四
役
数
が
相
対
的
に
減
少
し

た
こ
と
な
ど
で
、
群
運
営
の
確
立

に
困
難
さ
が
増
し
、
「
は
が
き
要

請
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
事

業
所
分
会
」
、
「
直
結
」
組
合
員

か
ら
運
動
へ
の
協
力
を
引
き
出
す

点
で
も
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
が
必
要

だ
と
認
識
し
て
き
ま
し
た
。

久保さん条例制定を喜ぶ日野支部の仲間

日
野
市
で
は
、
3
月
議
会
に
公

契
約
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
本
会

議
に
て
採
択
さ
れ
る
見
込
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
、
私
た
ち
の
「
公
契

約
条
例
制
定
の
要
望
」に
対
し
て
、

日
野
市
側
は
「
総
合
評
価
方
式
で

公
契
約
条
例
の
概
念
が
網
羅
さ
れ

て
い
る
」
と
の
一
貫
し
た
答
弁
で

し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
「
総

合
評
価
方
式
だ
け
で
は
だ
め
な
ん

だ
。公
契
約
条
例
が
必
要
な
ん
だ
」

と
、
こ
の
数
年
も
の
間
、
議
員
へ

の
働
き
か
け
、
担
当
課
へ
の
働
き

か
け
、
東
京
土
建
と
建
設
ユ
ニ
オ

ン
と
日
野
市
商
工
会
で
作
る
日
野

市
建
設
業
3

団
体
に
よ
る

公
契
約
制
定

の
要
望
書
の

共
同
提
出
な

ど
の
運
動
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
動
き
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
日
野
市

議
会
全
会
派
に
よ
る
「
公
契
約
推

進
議
員
連
盟
」
が
発
足
し
、
内
外

で
動
き
が
活
性
化
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
や
っ
と
一
昨
年
の
12

月
議
会
で
「
公
契
約
条
例
を
制
定

す
る
」
と
い
う
市
長
答
弁
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

市
長
答
弁
を
受
け
て
、
昨
年
の
2

月
に
日
野
市
担
当
課
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
席
上
で
「
公
契

約
条
例
案
作
成
作
業
は
自
治
体
職

員
だ
け
で
や
る
の
で
は
な
く
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
学
識
経
験

者
や
事
業
主
団
体
代
表
、
労
働
者

団
体
代
表
を
入
れ
る
よ
う
」
強
く

要
望
し
、
議
員
に
も
同
様
に
働
き

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
が
実
り
、
昨
年
6
月
議
会

で
公
契
約
条
例
検
討
委
員
会
設
置

案
が
可
決
さ
れ
、
市
長
よ
り
嘱
託

を
受
け
、
8
月
か
ら
12
月
ま
で
計

5
回
の
公
契
約
条
例
検
討
委
委
員

会
に
東
京
土
建
も
労
働
者
団
体
代

表
と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
案
を
一
か
ら
作
る

作
業
で
す
の
で
、
一
進
一
退
け
ん

け
ん
が
く
が
く
大
変
な
作
業
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
主
張

の
多
く
が
網
羅
さ
れ
た
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
発
注
者
で
あ
る
市

の
責
務
と
し
て
「
適

正
な
積
算
、
適
正
な

工
期
設
定
」
を
条
例

案
に
盛
り
込
ま
せ
ま

し
た
。
こ
れ
は
建
設

労
働
者
の
労
働
環
境

向
上
に
と
っ
て
重
要
で
す
。
ま
た

他
の
先
行
自
治
体
に
習
っ
て
「
市

内
業
者
育
成
」
や
「
地
域
経
済
の

発
展
」「
発
注
者
と
受
注
者
が
対
等

と
信
頼
関
係
」
と
い
う
文
言
も
き

っ
ち
り
漏
ら
さ
ず
盛
り
込
ま
せ
ま

し
た
。
委
員
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
の
中
で
、
検
討
委
員
会
は
本

当
に
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
可
決
後
に
設
置
さ

れ
る
公
契
約
審
議
会
で
は
、
労
働

報
酬
下
限
額
だ
け
で
は
な
く
、
公

契
約
全
般
を
議
論
す
る
審
議
会
と

す
べ
き
だ
と
、
検
討
委
員
会
の
中

で
重
ね
て
発
言
を
し
、
「
必
要
に

応
じ
て
当
然
議
論
を
す
る
」
と
い

う
こ
と
を
審
議
会
へ
の
申
し
送
り

事
項
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
公
契
約
審
議
会
の
中

で
、
労
働
者
団
体
代
表
の
役
割
を

十
分
に
発
揮
し
、全
国
の
仲
間
へ
、

い
い
流
れ
の
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い

け
る
よ
う
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

奈良さん

現
在
、
2
0
1
8
年
度
を
メ
ド

に
3
回
目
に
あ
た
る
中
期
計
画

（
2
0
1
6
年
度

〜
）
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
社
会
保

険
加
入
促
進
の
山

場
と
支
部
50
周
年

の
節
を
重
ね
、
組

織
的
高
揚
を
つ
く

る
こ
と
と
、
団
塊

世
代
の
定
年
で
後

継
者
確
保
課
題
が

差
し
迫
る
中
、
分

会
再
編
後
2
度
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
中

期
計
画
か
ら
生
ま

れ
た
経
験
を
、
よ

り
発
展
的
に
活
か

す
の
が
狙
い
で
す
。

第
3
次
中
期
計
画
で
は
、
大
幅

後
退
か
ら
の
2
0
0
0
人
回
復
を

主
眼
に
、
①
春
・
秋
の
月
間
に
つ

な
げ
る
「
大
型
補
助
（
5
万
円
）
」

活
用
の
分
会
レ
ク
を
は
じ
め
と
し

た
、
分
会
に
一
定
の
裁
量
を
ゆ
だ

ね
る
実
践
で
の
経
験
づ
く
り
、
②

取
り
組
み
格
差
解
消
へ
全
分
会
の

力
量
を
引
き
上
げ
る
、
徹
底
的
に

工
夫
を
凝
ら
し
た
交
流
・
共
有
の

機
会
づ
く
り
、
③
群
を
中
心
と
し

た
要
求
運
動
へ
の
結
集
確
立
と
事

業
所
分
会
・
直
結
組
合
員
の
運
動

参
加
を
軸
に
据
え
、
よ
り
具
体
的

な
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
期
計
画
2
年
目
の
2
0
1
7

年
度
は
、
1
年
目
に
大
胆
に
踏
み

出
し
た
実
践
で
生
ま
れ
た
経
験
・

確
信
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て
中
身

を
充
実
・
発
展
さ
せ
前
進
点
を
築

く
方
向
性
を
追
求
し
ま
し
た
。

ブ
レ
ず
に

目
標
を
貫
徹

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
「
地
域
分

会
組
合
員
の
支
部
窓
口
納
入
原
則

禁
止
（
群
結
集
強
化
）
」
「
分
会

財
政
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
（
分
会

運
営
民
主
化
）
」
な
ど
、
綿
密
な

取
り
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
到
達

に
影
響
し
た
と
言
え
ま
す
。
拡
大

で
も
、
社
会
保
険
関
連
で
の
事
業

所
加
入
が
大
き
く
進
む
中
、
4
月

期
限
直
前
の
山
場
で
の
大
衆
行
動

で「
実
践
が
成
果
に
つ
な
が
っ
た
」

確
信
を
つ
く
り
、
春
一
・
春
・
夏

・
秋
・
年
末
の
目
標
堅
持
で
「
や

り
切
る
た
め
手
を
尽
く
す
」
分
会

力
量
引
き
上
げ
に
つ
な
げ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
1
〜
8
月
で
年
間

目
標
を
達
成
し
な
が
ら
、
秋
も
3

・
5
％
目
標
を
や
り
切
っ
た
こ
と

は
、
「
各
節
を
し
っ
か
り
や
る
」

立
場
を
支
部
役
員
・
書
記
局
が
ブ

レ
ず
に
貫
徹
し
た
こ
と
の
表
れ
だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。

数十年ぶりＢＢＱの第1分会

2
0
1
8
年
度
は
前
年
度
の
よ

う
な
飛
躍
的
拡
大
が
望
め
な
い

中
、
「
中
期
計
画
」
最
終
年
度
に

あ
た
り
、
こ
の
間
積
み
上
げ
て
き

た
分
会
の
力
量
が
試
さ
れ
る
年
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
4
月
の
50
回

大
会
を
経
て
周
年
事
業
の
実
施
も

本
格
化
し
ま
す
。

こ
の
も
と
で
私
た
ち
は
、
着
実

な
1
％
実
増
を
前
提
に
「
中
期
計

画
」
の
組
織
人
員
到
達
目
標
を
2

2
0
0
人
支
部
へ
上
方
修
正
し
、

①
「
年
2
回
の
『
大
型
補
助
』
活

用
分
会
レ
ク
」の
全
分
会
実
施
へ
、

実
践
が
遅
れ
て
い
る
分
会
を
励
ま

し
て
さ
ら
に
協
力
者
獲
得
の
経
験

を
つ
く
り
、
②
「
交
流
・
共
有
機

会
」
で
の
「
新
た
な
視
点
（
＝
群

活
動
と
協
力
者
掘
り
起
こ
し
の
現

場
）
」
の
取
り
入
れ
で
充
実
目
指

し
、
③
群
到
達
の
視
覚
化
（
要
求

運
動
到
達
明
示
）
で
群
役
員
の
役

割
発
揮
求
め
、
事
業
所
分
会
確
立

へ
複
数
役
員
候
補
確
保
し
、
直
結

組
合
員
の
運
動
参
加
を
進
め
て
い

く
方
向
で
す
。

特
に
、
2
0
1
7
年
拡
大
で
一

気
に
増
加
し
た
事
業
所
と
の
関
係

強
化
へ
、
要
求
聞
き
取
り
を
組
織

的
に
進
め
、
分
会
が
分
会
内
の
事

業
所
従
事
者
を
対
象
化
す
る
た
め

の
工
夫
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
組
織
拡
大
・
強
化
と
並

行
し
、
市
議
会
全
会
派
と
懇
談
を

実
ら
せ
た
2
0
1
7
年
度
の
取
り

組
み
（
自
治
体
に
よ
る
公
共
工
事

従
事
者
実
態
調
査
の
要
請
）
な
ど

自
治
体
要
求
運
動
を
中
心
に
、
よ

り
発
展
的
・
大
衆
的
に
予
算
要
求

や
憲
法
・
平
和
、
仲
間
の
健
康
守

る
運
動
を
展
開
し
て
、
新
た
な
経

験
と
仲
間
の
確
信
を
獲
得
し
て
い

き
ま
す
。

迫
力
も
っ
て
要
求
す
る

自
治
体
、議
会
対
策
に
力
入
れ

大
幅
後
退
取
り
戻
す

３
度
目
の
中
期
計
画
を
掲
げ

事
業
所
と
関
係
強
化
へ

２
２
０
０
人
支
部
へ
上
方
修
正


